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※�会員大会に参加ご希望の方は、同封の異動連絡票・令和７年度事業参加申込書に記載の上、令和７年７月31日（木）までに 
お申込みください。お申込みの方に会費振込用紙、チケットを郵送させていただきます。（当日券ナシ）

※会員大会・華松会・青松会の会費振り込み期限：令和７年７月31日（木） 
※会員大会・華松会・青松会のキャンセルの期限：令和７年８月８日（金） 15：00　期限以降のキャンセルはキャンセル料が発生します。

プログラムプログラム
１部 11：00～　セレモニー１部 11：00～　セレモニー
　　　 　同窓会　現状報告　　　 　同窓会　現状報告
　　　　 華松会・青松会お祝い　　　　 華松会・青松会お祝い

２部 11：30～　アトラクション２部 11：30～　アトラクション
　　　　（母校　吹奏楽部）　　　　（母校　吹奏楽部）
３部 12：00～　懇親会３部 12：00～　懇親会

会費 9,000円（事前購入）

■ 発行者
　兵庫県立加古川西高等学校
　　一般社団法人
　　松 筠 同 窓 会
　加古川市加古川町本町 118
　電 話	 079－422－2642
　ＦＡＸ	079－439－4870
　http://shouin-dousou.sub.jp/ 【PC専用】
■ 発行人　橋　本　英　俊
■ 編集人　広 報 委 員 会

兵庫県立加古川西高等学校 一般社団法人 松筠同窓会

加古川プラザホテル加古川プラザホテル（宴会係）（宴会係）
TEL　079－421－6012TEL　079－421－6012

会員大会令和
７年度

高36回生華松会
高57回生青松会同時開催

8月17日（日）
受付10時30分～

華松会への申込み方法
①�会報誌に同封の異動連絡票・令和７年度事業参加申込書の出・欠

に○をつけ、返信してください。Googleフォームで申込まれた方も
返信をお願いします。

②�出席される方は、会報誌に同封の振込用紙にてご入金下さい。
③�申込書が出席で返信され、なおかつ入金確認が出来た方で出席者

名簿を作成します。当日は、本人確認のために振込用紙の半券（領
収書）を必ずご持参下さい。

④�出席で申込みをされた方で、期日までに入金確認が出来ない場合
はキャンセルとなる事もあります。早めのご入金をお願いします。

青松会への申込み方法
①�会報誌に同封の異動連絡票・令和７年度事業参加申込書の出・欠

に○をつけ、返信してください。Googleフォームで申込まれた方
も返信をお願いします。

②出席される方は、会報誌に同封の振込用紙にてご入金下さい。
③�申込書が出席で返信され、なおかつ入金確認が出来た方で出席者

名簿を作成します。当日は、本人確認のために振込用紙の半券（領
収書）を必ずご持参下さい。

④�出席で申込みをされた方で、期日までに入金確認が出来ない場合
はキャンセルとなる事もあります。早めのご入金をお願いします。

　我々、高57回生が卒業20年を迎え、晴れて青松会を開催
することができます。会員大会のセレモニーのあと、懇親
会で久々の再会に花を咲かせましょう。皆様のご出席をよ
ろしくお願いします。
　また、会員大会のあとに２次会も計画しておりますので、
重ねてご出席の調整をお願いします。
　たくさんの同級生との再会に胸を躍らせながら、57回生
幹事一同お待ちしております。

� 代表幹事　三軒　央

青松会 高57回生

　本年、還暦を迎えられた高36回生の皆様、西高を卒業し
てから、早42年が経とうとしています。
　卒業後はそれぞれの道に進まれたことでしょう。
　西高で共に過ごした仲間と楽しいひと時を一緒に過ごし
ませんか。
　皆さまのご参加を、心よりお待ちいたしております。

代表幹事　有田和人
　　幹事　�上月和洋、小坂和也、谷（藤原）直美�

増田富美、山本亜也夫、米田和典

華松会 高36回生

今年も賑やかに開催します。同窓生ならどなたでも参加できます。
久しぶりに母校の思い出を語りましょう。スタッフ一同、心よりお待ちしております。

「愛響き合う」をモットーに、魅力あふれる部員たちが日々楽しく練習に励んでいます。今年は21名の新入部員を迎えました。コンクー
ルや文化祭に加え、野球応援や加古川ヤマトヤシキでの「にこにコンサート」など、地域の皆様に向けた演奏活動も行っています。今
後とも応援をよろしくお願いいたします。

母校 吹奏楽部 プロフィール
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令和６年秋の褒章
黄 綬 褒 章	 中右　政勝さん（高25回生）
令和７年春の叙勲
瑞宝双光章	 瀧　　淑郎さん（高19回生）
� おめでとうございます

叙勲、褒章のお祝い

　空の青がひときわ眩しい季節
となりました。松筠同窓会の皆
さまにおかれましては、お障り
なくお過ごしのこととお喜び申
し上げます。また、常日頃から、
母校の教育活動へのご理解・ご
協力を賜るとともに、温かいご
支援をいただいておりますこと
に、深く御礼申し上げたいと存
じます。
　松筠同窓会の皆さまからのさ
まざまな御支援は、在校生にと
りまして、創立113年という伝統

を継承されてきた先輩である皆さま方が、母校の後輩たち
を、常に見守り励ましてくださっていることにより、大い
に勇気づけられ、本校生としての自覚を改めて意識し、将
来へ希望を持って進む源になっております。
　この４月には、松筠同窓会の役員の皆さま方のご臨席の
もと、第80回生280名の入学式を挙行いたしました。第80
回生新入生代表の宣誓から、これから本校生として、勉学・
部活動・地域活動などさまざまな活動に意欲的に取り組む
という強い決意が感じられました。第78回生、第79回生と
合わせて全校生徒829名が、本校の輝かしい伝統を引き継ぐ
とともに、新しい「かこにしスタイル」を作り上げてくれ
ることと確信しております。松筠同窓会の皆さまにおかれ
ましては、今後とも、後輩たちを温かく見守り、ご指導・
ご鞭撻賜りますようお願い申し上げます。
　本校といたしましても、教育目標である「人格の形成」
をめざし、教職員一同「チームかこにし」として一致団結
して取り組み、学校のさらなる発展に尽力してまいります。
また、生徒に自主的・自発的な活動を促すことで、これか
らの未来を担う有意な人材として育成することが、本校の
スクールミッションであると認識し、学校教育活動をさら
に充実させていきたいと考えております。
　今後とも、生徒の夢の実現や目標の達成に向けて尽力す
るとともに、地域の皆さまに愛され、信頼される学校づく
りに努めてまいりますので、松筠同窓会の皆さま方には、
母校の教育振興のため、引き続き変わらぬお力添えを賜わ
りますようお願い申しあげますとともに、松筠同窓会様の
今後ますますのご発展と皆さまのご活躍を祈念申し上げ、
ご挨拶とさせていただきます。

１　はじめに
　同窓生の皆様におかれましては
お健やかにお過ごしのこととお喜
び申し上げます。平素は本会の事
業に対しましてご理解とご協力を
賜り厚くお礼申し上げます。
　本年3月には77回生273名の皆
さんを新しく会員としてお迎えし
ました。新しい力が同窓会活動を
より一層活発にしてくれることと
期待をしています。

２　さらに発展する母校
　旧同窓会館の売却金等を基金とし
て奨学金を給付する「創立110周年

記念奨学金」も3年目を迎え、初年度は24名、2年目は11名に
奨学金を給付しました。母校の後輩たちへの教育支援活動も
充実してまいりました。奨学金を受給された生徒たちは卒業後
同窓会活動に積極的に参加してくれることと期待しています。
　また、文武両道を目指す母校は進学成績においても77回
生（2025年度入試）が京都大学に現役合格を果たし、国公
立大学へは118名が現役合格、関関同立へは171名の現役合
格者数となりました。
　部活動においてもボート部が全国大会に、卓球部、バド
ミントン部、柔道部が近畿大会に、また美術部、吹奏楽部
が全国大会に出場するなど活躍をしてくれました。
　そして昨年の「オーストラリア語学研修」には2年生13名、
1年生20名の合計33名が夏休みを活用してシドニー近郊で
ホームステイを行い、様々な体験を重ねることで異文化理
解の重要性を実感してくれたことと思います。

３　同窓会行事
　この度、5年ぶりに「松筠同窓会会員名簿」を刊行するこ
とになりました。名簿の表紙は昭和36年（1961年）以来前
回の2020年まで59年間にわたり藤原向意氏（高3回）にお
願いをしていましたが、2025年版からは母校の生徒に依頼
をし、校内で選考していただき決定いたしました。一人で
も多くの方々に購入をしていただきまして、各地、各職場、
そして各学年の同窓会にお役立ていただければ幸いです。
　また、松筠同窓会の皆様が一堂に会する「会員大会」や
会員大会の中の行事として同窓生の還暦をお祝いする華松
会・卒業後20年を迎える方の青松会も実施できました。そ
して、淡路・徳島への「親睦旅行」、「ゴルフコンペ」、「新
年の集い」等の行事も実施することができました。今年は
さらに多くの同窓生の皆様に各種行事へ参加していただき
たいと願っています。
４　最後に
　最後になりますが、幹事一同力を合わせ、精一杯母校の
発展と同窓生の親睦のために努力をさせていただきます。
本年度も同窓会にご協力を賜りますようお願い申し上げ、
会員の皆様のご健康をお祈りしご挨拶といたします。

校長

阿部　浩士

ご　あ　い　さ　つ

一般社団法人
松筠同窓会　会長

橋本　英俊
（高24回生）

郵送料金の値上げ等のために同窓会会計がひっ迫しております。
ぜひ一人でも多くの会員の皆様に年会費（3,000円）を振り込んで
いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。
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（高77回生）　岡田　彩花松筠同窓会 会員になって
　過日、私たち77回生は加古川西高校を卒業し、
松筠同窓会の正会員となりました。私たちが加
古川西高校で充実した生活を送り、無事に卒業
できましたのは日頃からの同窓会様のご支援ご
協力のおかげです。心より感謝申し上げます。
　高校１年生、慣れない環境に不安を感じなが
ら初めて校門をくぐった時を今でもはっきりと覚
えています。初めてのクラス行事は野外活動でし
た。班で協力して作ったカレー。クラス全員で大
きな声を張り上げて行った集団行動。「家に帰る
までが野外活動」そんなことを考えながら疲れる
まで喋り、笑い合った帰りのバス。初めて行事で
ある野外活動では、クラスの仲をさらに深め、全員でひとつの
ことに向かってやり遂げること大切さを学ぶことができました。
　気づけば、２年生となりに自分たちが後輩を迎え入れる立
場となりました。今まで同窓会会員の皆様が築き上げてきた
伝統を受け継ぎ、そのあとを続けるよう精進してきました。
３年間で特に思い出深いのは修学旅行です。初日は大雪のた
めにホテルに向かうバスが足止めされるというアクシデント
もありましたが、２日目は雲ひとつない晴天で、白銀の世界
が広がり、絶好のスキー日和でした。また、アトラクション
を楽しんだり、キャラクターと写真を撮ったりしたディズ
ニーリゾートでは、笑顔と興奮に包まれていました。どんな
瞬間でも、加古川西高校のみんなと一緒に過ごせたからこ
そ、心から楽しめたのだと思います。
　そして、気がつけば３年生になり、毎日が「最後だ」と感
じる瞬間の連続でした。６月には、同窓会員の皆さまを含め
一般の方々を迎えての文化祭では、予想を遥かに上回る賑わ

いぶりでした。どのクラスも個性あふれる文化祭に仕上げる
ことができ、最後という言葉が相応しい文化祭を作り上げる
ことができました。９月には、学年の枠を超えて団対抗とし
て体育祭が行われました。７色の団それぞれが、団結し、熱
い戦いとなりました。最後の閉会式では、全力で戦った仲間
を讃え、生徒全員が肩を組んで校歌を歌いました。始まる前
よりも大きく見えた背中が今でも忘れられません。
　加古川西高校で過ごした当たり前の日常が最高の思い出と
なりました。加古川西高校で過ごした高校生活は、様々な制
限があり思うようにいかないことが多々ありましたが、その中
でもできることを見つけて、思い出を作ることができました。
忘れられない一生の宝物です。これからも77回生一人一人が
常に感謝の気持ちを忘れることなくどのような場面でも努力
していこうと思います。そして、応援される立場から応援す
る立場となり同窓会様にしていただいたことを後輩に向けて
という形で恩返しできるように頑張って参りたいと思います。

高 77 回生　新幹事セミナー（令和７年２月 27 日）

昨年の親睦旅行の思い出
　快晴の加古川を出発して、淡路七福寺大黒天八浄寺
に到着。
　ありがたい法話をきかせていただきました。
　それから昼食場所の鳴門：鯛丸海月さんで鯛華会席
をいただきました。
　食べきれないほどの鯛尽くしで、一同お腹いっぱい
になりました。鳴門海峡を望む大浴場があり、入浴さ
れた方もいました。今回初めてのトイレ付きバスでし
たので、安心してアルコールを飲む量も増えました。
　食事の後、鳴門公園バス駐車場から歩いて渦の道
へ、遊歩道は結構距離がありました。海面から45メー
トルの所に橋があり、ガラス床をのぞきこむと渦潮の
激しい潮流を体感することができました。
　道の駅くるくるなるとに到着。お目当ての鳴門金時
の渦巻きソフトクリームを食べました。美味しかっ
た。お土産もたくさん買って、帰路につきました。
� 高27回生　中安一二三

▲四国から望む大鳴門橋

▲道の駅　くるくるなると

◀鯛丸海月

◀瑜祇七福宝塔
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野球部OB会（幹事：中田至彦　令和６年８月10日）

第13回　高15回生３年３組５クラス会
（幹事：石田千代　大辻明美　令和６年５月20日）

三浦先生　育成功労賞祝賀会（幹事：吉本純也　令和６年９月14日）

高31回生同窓会（幹事：船田一彦　令和７年４月26日）

高17回生商業科同窓会（幹事：平尾博　令和６年５月19日）

華松会（高35回生）
� 代表幹事　西村 雅文

青松会（高56回生）
� 代表幹事　鳴瀧 賢太朗

高30回生同窓会（幹事：石坂誠　令和６年９月15日）

高27回生野球部同窓会
（幹事：穴田彰良　令和6年6月18日）



文化部
●美術部

【全国大会】
第48回全国高等学校総合文化祭岐阜大会
美術･工芸部門
絵画の部
清田日菜子

【近畿大会】
第44回近畿高等学校総合文化祭福井大会
美術･工芸部門
絵画の部
中鉢光(２年連続２回目)		

●吹奏楽部
【全国大会】
第34回日本クラシック音楽コンクール全国大会
トランペット部門
　南帆栞　吉原由菜
サクソフォーン部門
　前田亜美

第29回全国中学生高校生
管打楽器ソロコンテスト全国大会
サクソフォーン部門
　前田亜美

●ボート部
【全国大会】
第72回全日本高等学校選手権競漕大会
女子舵手つきクォドルプル
　北野柚葵　江藤奈央　入江咲花
　冨士木陽香　竹畑玲奈
女子ダブルスカル
　中嶋優乃　清水涼帆
男子舵手つきクォドルプル
　望月政宏　吉岡太陽　北谷隼
　山田泰暉　駒井健人
男子シングルスカル
　西川英德

第36回全国高等学校選抜ローイング大会
女子ダブルスカル
　中嶋優乃　桂唯

【近畿大会】
第74回近畿高等学校ローイング選手権大会
女子舵手つきクォドルプル
　北野柚葵　江藤奈央　入江咲花
　冨士木陽香　竹畑玲奈

令和６年度全国高等学校選抜ローイング大会近畿地区予選会
女子ダブルスカル
　中嶋優乃　桂唯
男子ダブルスカル
　谷口陽宣　山田泰暉

運動部

各部の活躍 令和６年度に活躍した主な部活動

●卓球部
【近畿大会】
第78回近畿高等学校卓球選手権大会
男子学校対抗戦出場
男子ダブルス
　木下敦貴　日坂春斗

第39回近畿高等学校新人卓球大会
男子学校対抗戦出場

●水泳部
【近畿大会】
第８回近畿高等学校選手権新人水泳競技大会
女子50ｍバタフライ
　宮﨑陽菜乃

●男子バドミントン部
【近畿大会】
第71回近畿高等学校バドミントン選手権大会
男子ダブルス
　長田太志　船曳玖人

●柔道部
【全国大会】
第６回文武両道杯　全国高校柔道大会
男子団体
　矢羽野将一　松尾虹輝　福島悠隼
女子団体
　田中麻鈴　田中瑠南　日下部未央

【近畿大会】
第66回近畿高等学校柔道新人大会
女子団体
　田中麻鈴　田中瑠南　日下部未央
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「文化祭」 第12回 ＯＢ・ＯＧ作品展を開く

　松筠同窓会は、母校加古川西高の文化祭と共催し、
去る６月21日（土）　第12回目となる恒例のOB・OG
作品展を同窓会館で開催しました。
　卒業生の各芸術分野でプロ・アマ問わず活躍されてい
る方々にお願いして、作品を出品して頂き盛大にOB・
OG展を開催する事が出来、心より御礼申し上げます。
　文化祭に来場された一般の方々に声かけして、多く
の人にOB・OG展を鑑賞して頂き好評を得ることが出
来ました。
　今後とも卒業生の皆様の活躍ぶりを文化祭との共催
で紹介出来る事を心より願っています。

第12回 OB・OG展 作品紹介　令和７年６月21日　※敬称略
タイトル 名前 回生

１ 洋画 マスク 藤原 向意 高３
２ 写真 紫陽花 福田 敏郎 高16
３ 彫塑・工芸 戦闘機二機　 鷲尾 三和 高17
４ 書道 平堂心是道 岩本 智代（蘆江） 高18
５ 彫塑・工芸 明石海峡大橋 岡崎 陽子 高18
６ 写真 コウノトリの休息所 髙谷 敏 高18
７ 書道 紫式部の和歌 周傳 博美 高19
８ 鉛筆画 雨あがりのあじさいと蝸牛 山谷 和子 高19
９ 彫塑・工芸 雲龍 中谷 英章 高22
10 彫塑・工芸 富士とコスモス 山本 美千代 高22
11 彫塑・工芸 春のおとずれ 水埜 安子 高23
12 書道 山家集 大西 やす子 高24
13 書道 まだまだ元気で、、、 一井 哲（松翠） 高26
14 書道 無事 井澤 英子（瑛泉） 高27
15 鉛筆画 憧れの向こうへ 井澤 康子 高27
16 写真 元気 石坂 雅志 高28
17 鉛筆画 弾ける 岡本 裕貴子（瑞貴） 高30



就職・公務員

■公立大学
大学名 合格者数

秋 田 公 立 美 大 1
横 浜 市 立 大 1
都 留 文 科 大 1
愛 知 県 立 大 1
京 都 市 立 芸 大 1
大 阪 公 立 大 4
神 戸 市 看 護 大 2
兵 庫 県 立 大 27
神 戸 市 外 大 1
和 歌 山 県 立 医 大 1
公 立 鳥 取 環 境 大 1
島 根 県 立 大 2
岡 山 県 立 大 4
尾 道 市 立 大 1
県 立 広 島 大 1
福 山 市 立 大 1
山 口 県 立 大 1
高 知 工 科 大 2
高 知 県 立 大 2
北 九 州 市 立 大 3

合格者計 58

■私立大学
大学名 合格者数

青 山 学 院 大 1
学 習 院 大 1
駒 澤 大 1
法 政 大 1
成 蹊 大 1
中 央 大 1
成 安 造 形 大 2
名 城 大 6
京 都 外 大 2
京 都 産 業 大 5
京 都 女 子 大 6
京 都 芸 術 大 2
同 志 社 大 18
立 命 館 大 20
龍 谷 大 12
京 都 医 療 科 学 大 2
嵯 峨 美 大 1
追 手 門 学 院 大 7
大 阪 経 大 10
大 阪 芸 大 1
大 阪 工 大 67
大 阪 産 大 11
大 阪 電 気 通 信 大 20
関 西 大 46

大学名 合格者数
関 西 外 大 15
近 畿 大 87
摂 南 大 14
森 ノ 宮 医 療 大 2
大 和 大 9
大 手 前 大 1
関 西 学 院 大 91
甲 南 大 108
甲 南 女 子 大 24
神 戸 学 院 大 31
神 戸 芸 術 工 科 大 4
神 戸 女 学 院 大 12
神 戸 女 子 大 38
神 戸 薬 大 2
神 戸 親 和 大 9
兵 庫 医 大 13
武 庫 川 女 子 大 93
関 西 福 祉 大 5
関 西 国 際 大 1
神 戸 常 盤 大 6
川 崎 医 療 福 祉 大 2
九 州 産 大 1

合格者計 812

■専門学校（医療系以外）
学校名 合格者数

大 阪 こ ど も 専 門 学 校 1
国際自然環境アウトドア専門学校 1
姫路情報ITクリエイター専門学校 1

合格者計 3

企業名 合格者数
西 日 本 旅 客 株 式 会 社 （ J R ） 1

合格者計 1

大学名 合格者数
関 西 外 大 短 大 部 2

合格者計 2

■国立大学
大学名 合格者数

北 見 工 大 2
富 山 大 1
金 沢 大 1
山 梨 大 1
信 州 大 1
静 岡 大 2
三 重 大 1
滋 賀 大 1
京 都 大 1
京 都 教 育 大 1
神 戸 大 2
兵 庫 教 育 大 8
和 歌 山 大 1
鳥 取 大 5
島 根 大 1
岡 山 大 12
広 島 大 3
山 口 大 3
徳 島 大 11
香 川 大 3
愛 媛 大 1
高 知 大 1
福 岡 教 育 大 2
大 分 大 1

合格者計 66

■私立短大 ■専門学校（医療看護）
学校名 合格者数

姫 路 医 療 専 門 学 校 1
大 阪 ハ イ テ ク ノ ロ ジ ー 専 門 学 校 1

合格者計 2

令和６年度　大学・短大等合格状況� （令和７年４月現在）※合格者は延べ人数です。（既卒者を含む） 
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■	退職者

	 主幹教諭（国語）	 駒田　恵子
	 事務職員	 大原　優奈
	 臨時講師（養護）	 宇野　恵実
	 臨時講師（数学）	 大西菜々花

■	転出者

	 教　　頭	 松原　正和	 氷上西高校（校長）へ
	 教　　諭（数学）	 髙橋　太一	 三木総合高校へ
	 教　　諭（理科）	 田中　智章	 加古川東高校へ
	 教　　諭（英語）	 服部　厚則	 神戸学園都市高校へ
	 臨時教諭（数学）	 松原　知之	 東播磨高校へ
	 臨時教諭（英語）	 髙橋　美樹	 湊川高校へ
	 事務職員（主査）	 木村　礼子	 神戸聴覚特別支援学校へ

■	転入者

	 教　　頭	 佐野　美穂	 綿城高校から
	 教　　諭（国語）	 山本美千代	 小野高校から
	 教　　諭（数学）	 西本　正容	 上郡高校から
	 教　　諭（理科）	 松下　博昭	 加古川東高校から
	 教　　諭（英語）	 原田　真行	 明石南高校から
	 臨時講師（理科）	 鎌田　隼輔	 姫路南高校から
	 臨時講師（英語）	 大山　民夫	 明石城西高校から
	 臨時教諭（養護）	 板野　憂子	 北はりま特別支援学校から
	 事務職員（主査）	 小堀　由政	 視覚特別支援学校から
	 事務職員	 山内　彩華	 新採用

母校職員異動 令和７年４月１日付　※敬称略



基金会計　令和６年度決算報告＆令和７年度予算� 令和７年３月31日
〈収入の部〉� 単位（円）

費　　目 令和６年度予算 令和６年度決算 令和７年度予算 決算に対する備考
前 年 度 繰 越 金 18,432,489 18,432,489 19,138,435
雑 収 入 1,000 0 1,000
預 金 利 息 1,000 5,946 1,000 但陽5,376円、

ゆうちょ銀行570円
一 般 会 計 よ り 繰 入 0 700,000 0

合　　計 18,434,489 19,138,435 19,140,435

〈支出の部〉
費　　目 令和６年度予算 令和６年度決算 令和７年度予算 決算に対する備考

一 般 会 計 へ 繰 出 金 0 0 0
繰 越 金 18,434,489 19,138,435 19,140,435

合　　計 18,434,489 19,138,435 19,140,435

※繰越金明細
但陽信用金庫　普通預金　（１通） 12,393,896
ゆうちょ銀行　定額貯金　（１通） 6,744,539

合　　計 19,138,435

奨学金制度特別会計　令和６年度決算報告＆令和７年度予算
〈収入の部〉� 単位（円）

費　　目 令和６年度予算 令和６年度決算 令和７年度予算 決算に対する備考
前 年 度 繰 越 金 55,773,376 55,773,376 54,578,698
預 金 利 息 5,000 7,302 5,000 普通2,204円、定期5,098円

合　　計 55,778,376 55,780,678 54,583,698

〈支出の部〉
費　　目 令和６年度予算 令和６年度決算 令和７年度予算 決算に対する備考

奨 学 金 支 給 5,000,000 1,100,000 5,000,000 100,000円×11名
振 込 手 数 料 20,000 1,980 20,000
事 務 手 数 料 100,000 100,000 100,000 
繰 越 金 50,658,376 54,578,698 49,463,698

合　　計 55,778,376 55,780,678 54,583,698

※繰越金明細
但陽信用金庫　定期預金　（１通） 50,028,890
但陽信用金庫　普通預金　（１通） 4,549,808

合　　計 54,578,698

一般会計　令和６年度決算報告＆令和７年度予算� 令和７年３月31日
〈収入の部〉� 単位（円）

費　　目 令和６年度予算 令和６年度決算 令和７年度予算 決算に対する備考
前 年 度 繰 越 金 1,439,653 1,439,653 1,514,211 
準 会 員 費 2,500,000 2,479,500 2,500,000 3,000円×831名　返金13,500円
入 会 金 1,400,000 1,400,000 1,400,000 5,000円×280名

（１年生280名）
預 金 利 息 100 951 300 但陽893円、ゆうちょ銀行58円
年 会 費 2,200,000 2,235,000 2,100,000 745名（振替685名、現金60名）
雑 収 入 10,000 51,700 10,000 110周年記念誌、寄附
特 別 会 計 よ り 繰 入 れ 100,000 100,000 100,000 奨学金事務手数料
基 金 会 計 よ り 繰 入 れ 0 0 0 

総　　計 7,649,753 7,706,804 7,624,511

〈支出の部〉
費　　目 令和６年度予算 令和６年度決算 令和７年度予算 決算に対する備考

一
般
管
理
費

通 信 費 220,000 206,621 200,000 PC・電話代、コピー代、後納郵便料、
会議案内・会議資料送付 他

消 耗 品 費 40,000 19,283 40,000 事務用品他
租 税 公 課 22,000 22,000 22,000 県民税
登 記 費 用 50,000 50,000 50,000
給 与 1,100,000 1,061,495 1,100,000 事務員給与
福 利 厚 生 費 20,000 2,067 10,000 労働保険
備 品 費 60,000 0 50,000
雑 費 10,000 7,700 10,000
名 簿 補 助 金 300,000 200,000 300,000
振 込 手 数 料 150,000 131,317 150,000 会報他振込手数料
一般管理費小計 ① 1,972,000 1,700,483 1,932,000

委
員
会
事
業
費

総
務

各 種 会 合 20,000 38,047 40,000 会議用お茶、お弁当代他
小　　計 20,000 38,047 40,000

親
睦

会 員 大 会 200,000 154,881 250,000
親 睦 旅 行 70,000 61,107 80,000
新 年 の 集 い 30,000 54,645 50,000

小　　計 300,000 270,633 380,000

広
報

印 刷 費 1,000,000 940,566 1,000,000 会報印刷代
郵 送 費 1,100,000 1,063,364 1,200,000 会報郵送代
発 送 手 数 料 300,000 251,421 500,000 会報発送手数料

小　　計 2,400,000 2,255,351 2,700,000

母
校

母 校 援 助 費 250,000 250,000 250,000
部活動援助基金 250,000 250,000 250,000
国 際 交 流 基 金 200,000 200,000 200,000
慶 弔 費 5,000 2,944 5,000 弔電
転退職記念品費 100,000 56,000 100,000 御餞別11名
卒 業 記 念 品 費 200,000 193,908 200,000 記念品
新幹事セミナー 5,000 1,100 5,000
会 合 参 加 費 10,000 0 10,000
文 化 祭 20,000 18,108 20,000 OB・OG展お茶代お弁当代

小　　計 1,040,000 972,060 1,040,000

会
員

華 ・ 青 松 会 150,000 122,529 70,000
ゴ ル フ コ ン ペ 50,000 50,000 50,000
支 部 助 成 金 10,000 29,000 10,000
会 員 慶 弔 費 5,000 780 5,000

小　　計 215,000 202,309 135,000

会
館

水 道 光 熱 費 70,000 50,333 70,000 電気・ガス・水道
維 持 管 理 費 5,000 0 5,000

小　　計 75,000 50,333 75,000
委員会事業費小計② 4,050,000 3,788,733 4,370,000

そ
の
他

基 金 へ 繰 入 0 700,000 0
予 備 費 188,100 3,377 0 表彰状
雑 支 出 0 0 0
その他の支出小計③ 188,100 703,377 0

支 出 合 計 6,210,100 6,192,593 6,302,000 ①＋②＋③
次 年 度 繰 越 金 1,439,653 1,514,211 1,322,511

総　　計 7,649,753 7,706,804 7,624,511

※次年度繰越金
但陽信用金庫　普通預金 1,197,453
ゆうちょ銀行　通常貯金 216,758
小口現金 100,000

合　　計 1,514,211

月 行　　事 担当委員会 実施日時 実施場所 内容

４月
母校入学式 総務・母校 8日 ㈫ 13：30 母校体育館 高80回生入学
職員歓送迎会 総務・母校 11日 ㈮ 18：30 加古川プラザホテル
代表幹事総会 総務委員会 19日 ㈯ 14：00 同窓会館 行事・予算決定

６月 母校文化祭 母校委員会 21日 ㈯ 9：00 母校 第12回OB・OG展

７月 会報発行 広報委員会 10日 ㈭ 同窓会館 会報vol.63発行
合同委員会 総務委員会 19日 ㈯ 14：00 同窓会館

８月
会員大会懇親会 総務・親睦 17日 ㈰ 11：00 加古川プラザホテル
華松会 会員委員会 17日 ㈰ 11：00 加古川プラザホテル 高36回生
青松会 高57回生

 ９月 母校体育大会 母校委員会 30日 ㈫ 9：00 母校運動場 第77回

10月
ゴルフコンペ 会員委員会 4日 ㈯ 8：30 城山ゴルフ倶楽部 第28回
親睦旅行 親睦委員会 24日 ㈮ 8：30 舞鶴　赤レンガパーク

散策とグンゼ記念館
 １月 新年の集い 親睦委員会 25日 ㈰ 11：30 東京田村

 ２月
同窓会入会式

総務・母校
26日 ㈭ 11：00 母校体育館 高78回生

新幹事セミナー 26日 ㈭ 13：30 同窓会館 高78回生を迎えて
母校卒業式 27日 ㈮ 10：00 母校体育館 高78回生卒業式

 ３月 幹事会 総務委員会 7日 ㈯ 14：00 同窓会館 事業報告、会計（仮）
決算報告

■　令和７年度　事業計画

■　会計報告　■

本会計の収入支出額は決算書の通りであり、関係書類を精査し照合した結果、
適正に執行され計数はいずれも正確であることを認めた。
� 令和７年４月７日
� 会計監査　藤原光子・藤村慶子・小林耕二
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役　職 氏　名 回生
名誉会長 釜谷　研造 02
顧　　問 芝田　智敏 09

代表理事 会 長 橋本　英俊 24

理
　
　
　
　
　
事

副会長	（会員） 岡崎　陽子 18
（母校） 大西　健一 26
（広報） 中安一二三 27
（総務） 上月　和洋 36
（親睦） 松本　裕一 40

会 計
仲埜美佐子 16
安川　友子 34
柴垣　典子 44

（横山　悦子） 31
書 記 橋本　晴美 27

寺崎　博哉 50

会 計 監 査
藤原　光子 13
藤村　慶子 18
小林　耕二 29

専 門 委 員 長

一井　　哲 26
松本　裕之 29
岡田　良博 31
吉田　太郎 34
有田　和人 36

役　職 氏　名 回生
理
　
事

（地域）
支部	（職域）
	 （クラブ）

休　部
秋山　和裕 29
中田　至彦 28

監 　 事 西尾　　淳 12

顧 　 問
阿部　浩士 校長
松木　知二 教頭
佐野　美穂 教頭

評 議 員 泥　健二郎 事務長
校内幹事	（広報） 菊川　　恵 38

（親睦） 朝藤　　優 43
（母校） 吉本　純也 44
（母校） 安田　　泉 48
（広報） 半田誠四郎 60
（会員） 小林　佐為 71

事 務 局 神田　知美

令和７年度　理 事 名 簿 令和７年度　代 表 幹 事 名 簿（運営委員）
役　職 氏　名 回生

総
務
・
財
務
委
員
会

委 員 長 吉田　太郎 34
副 委 員 長 田中　俊祐 38

委 員

谷　　直美 36
星野　由香 38
高橋　雅之 40
柴垣　典子 44
守安　佑太 59

親
睦
委
員
会

委 員 長 松本　裕之 29
副 委 員 長 横山　悦子 31

委 員

井澤　康子 27
井田　智子 27
小林　耕二 29
津村　道彦 30
福田まさえ 30
辰濃　和美 31
安川　友子 34
船原　慶太 41
関口　　望 50

母
校
委
員
会

委 員 長 一井　　哲 26

委 員
岩本　智代 18
山本美千代 22
大西やす子 24
石坂　雅志 28

役　職 氏　名 回生
母
校
委
員
会

委 員
赤井　浩康 29
稲岡　丈二 29
藤井　　晃 30
岡本裕貴子 30

広
報
委
員
会

委 員 長 岡田　良博 31

委 員
藤原　光子 13
髙見はや子 18
織田　正樹 28
原口　千種 44

会
員
委
員
会

委 員 長 有田　和人 36
副 委 員 長 山本亜也夫 36

委 員

橋本　晴美 27
尾崎　一也 30
西村　雅文 35
池澤　勝也 37
岸本　力也 43
田中　宏昌 44
花房　和政 44
澁谷誠太郎 50
寺崎　博哉 50
網干　晃介 51
向井　有紀 51
岡田　陽平 54

※�理事名簿・代表幹事名簿共に、変更のあった
方のみ太字表記をしています。
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SHOUIN  KA IHOU

案　内　（参加者募集中!!） 参加希望の方は、同封のハガキ
令和７年度事業参加申込書でお申込みください

第 2 8 回 ゴ ル フ コ ン ペ

年会費の払い込み、忘れていませんか？ 会費は3,000円／年
会報の発行、その他各事業や母校支援、同窓会活動の維持は、卒業生の皆さんの年会費
で成り立っています。会費納入をお忘れなく。

電話 079-422-2642　ＦＡＸ 079-439-4870
会館mai l：shou i n - d o u sou@ma i a . e o n e t . n e . j p連絡・お問い合わせ先連絡・お問い合わせ先

昨年度も同窓生から寄付をいただきました。
厚くお礼申し上げます。
令和６年８月23日　高56回生　17,900円
� 以上ご報告まで…　ありがとうございました。

令和６年度　鯛丸海月前での集合写真

第27回ゴルフコンペ集合写真

◦学年会（全体数の１/５以上の出席）� 10,000円

◦ＯＢ会、２～３組合同のクラス会� 5,000円

◦クラス会（全体数の１/３以上の出席）� 3,000円

◦支部会� 10,000円

同窓会より上記金額を助成します。
幹事の方は事務局へお申込みください。

助成金の支払い

日　　時	 10月４日（土）　AM８：30集合
場　　所	 城山ゴルフ俱楽部
スタート時間	 AM９：00予定
会　　費	 5,000円
	 �当日、各自フロントにてプレーフィーと共に

お支払いください（昼食代は別）
競技方法	 Wぺリア方式・18ホールストロークプレー
	 �グループ単位でのお申込みも歓迎しています。
前回成績	 優勝　木下卓男（高13回生）

親 睦 旅 行

日　　時	 10月24日（金）　AM８：30出発
集合場所	 加古川プラザホテル前
行　　先	 舞鶴　赤レンガパーク散策とグンゼ記念館
会　　費	 10,000円
※定員35名となりますので、ご了承下さい。

令和７年１月　新年の集い

新 年 の 集 い

日　　時	 令和８年１月25日（日）　AM11：30～
場　　所	 東京田村（加古川プラザホテル４F）
会　　費	 6,000円

　松筠同窓会は経費削減やデジタル化に取り組むと同時に、会員皆さまに喜んでいただ
き、同窓生に不可欠な運営を継続していくには、皆さまからの会費のご協力が欠かせま
せん。何卒ご理解賜り会費納入をお願い申し上げます。
　同窓生からお預かりした会費はすべて松筠同窓会の運営と現役生支援に使われており
ます。

年会費は各種Pay払・コンビニ・郵便局で振込できます。


